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的
な
制
約
と
な
る
面
は
あ
る
も
の
の
、

こ
れ
を
許
容
し
得
る
程
度
の
必
要
性
及

び
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
上
記

職
務
命
令
は
憲
法
19
条
に
違
反
し
な
い

と
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
な
お
、
同
趣

旨
の
、
最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
平
成

23
年
５
月
30
日
判
決
（
判
例
地
方
自
治

３
４
７
号
21
頁
）、
最
高
裁
判
所
平
成

23
年
６
月
６
日
判
決
（
判
例
地
方
自
治

３
４
７
号
32
頁
）、
最
高
裁
判
所
第
三

小
法
廷
平
成
23
年
６
月
14
日
判
決
（
判

例
地
方
自
治
３
４
７
号
39
頁
）
が
存
在

す
る
。

【
関
連
法
規
】	

憲
法
19
条
、「
高
等
学

校
学
習
指
導
要
領
」、

「
盲
学
校
、
聾
学
校
及

び
養
護
学
校
高
等
部
学

習
指
導
要
領
」

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

本
件
上
告
を
棄
却
す
る
。

上
告
費
用
は
上
告
人
ら
の
負
担
と
す

る
。

〔
理　
　
　

由
〕

第
１　

上
告
代
理
人
甲
、
同
乙
、
同

丙
の
上
告
理
由
第
４
の
１
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
Ｈ
県
立
学
校
の
教
職

員
で
あ
っ
た
上
告
人
ら
（
Ｘ
１
、
Ｘ
２
、

Ｘ
３
及
び
Ｘ
４
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
承

継
前
の
第
１
審
原
告
Ａ
を
指
す
。
後
記

３
⑵
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）
が
、
卒

業
式
又
は
入
学
式
に
お
い
て
国
旗
掲
揚

の
下
で
国
歌
斉
唱
の
際
に
起
立
す
る
こ

と
（
以
下
「
起
立
行
為
」
と
い
う
。）

を
命
ず
る
旨
の
校
長
の
職
務
命
令
に
従

わ
ず
、
上
記
国
歌
斉
唱
の
際
に
起
立
し

な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
被
上
告
人
か
ら
戒

告
処
分
を
受
け
た
た
め
、
上
記
職
務
命

令
は
憲
法
19
条
に
違
憲
す
る
な
ど
と
主

張
し
て
、
被
上
告
人
に
対
し
、
上
記
戒

告
処
分
の
取
消
し
を
求
め
て
い
る
事
案

で
あ
る
。

２　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。⑴　

学
校
教
育
法
（
平
成
19
年
法
律

第
96
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
43
条

及
び
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
平
成
19

年
文
部
科
学
省
令
第
40
号
に
よ
る
改
正

前
の
も
の
）
57
条
の
２
の
規
定
に
基
づ

く
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
11

戒
告
処
分
取
消
請
求
事
件

最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷　

平
成
23
年

６
月
21
日
判
決　

平
成
22
年
（
行
ツ
）

第
３
７
２
号　

判
例
地
方
自
治
３
４
７

号
52
頁

棄
却

下
級
審　

広
島
高
等
裁
判
所　

平
成
22

年
５
月
24
日
判
決　

平
成
21
年（
行
コ
）

第
６
号

行
政
勝
訴

（
要
旨
）

公
立
学
校
の
校
長
が
、
卒
業
式
又
は

入
学
式
に
お
い
て
、
国
旗
掲
揚
の
下
で

国
歌
斉
唱
の
際
に
起
立
行
為
を
命
ず
る

旨
の
職
務
命
令
は
、
教
職
員
で
あ
る
上

告
人
ら
に
対
し
、
特
定
の
思
想
を
持
つ

こ
と
を
強
制
し
た
り
、
こ
れ
に
反
す
る

思
想
を
持
つ
こ
と
を
禁
止
し
た
り
す
る

も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
思
想
の
有
無

に
つ
い
て
告
白
す
る
こ
と
を
強
要
す
る

も
の
と
も
い
え
ず
、
生
徒
に
対
し
て
一

方
的
な
理
想
や
理
念
を
教
え
込
む
こ
と

を
強
制
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、

上
記
職
務
命
令
に
は
、
上
告
人
ら
の
思

想
及
び
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
の
間
接
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年
文
部
省
告
示
第
58
号
。
平
成
21
年
文

部
科
学
省
告
示
第
38
号
に
よ
る
特
例
の

適
用
前
の
も
の
。
以
下
「
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
」
と
い
う
。）
第
４
章
第

２
Ｃ
⑴
は
、「
教
科
」
と
と
も
に
教
育

課
程
を
構
成
す
る「
特
別
活
動
」の「
学

校
行
事
」
の
う
ち
「
儀
式
的
行
事
」
の

内
容
に
つ
い
て
、「
学
校
生
活
に
有
意

義
な
変
化
や
折
り
目
を
付
け
、
厳
粛
で

清
新
な
気
分
を
味
わ
い
、
新
し
い
生
活

の
展
開
へ
の
動
機
付
け
と
な
る
よ
う
な

活
動
を
行
う
こ
と
。」
と
定
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
同
章
第
３
の
３
は
、「
特
別

活
動
」
の
「
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容

の
取
扱
い
」
に
お
い
て
、「
入
学
式
や

卒
業
式
な
ど
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
義

を
踏
ま
え
、
国
旗
を
掲
揚
す
る
と
と
も

に
、
国
歌
を
斉
唱
す
る
よ
う
指
導
す
る

も
の
と
す
る
。」と
定
め
て
い
る（
以
下
、

こ
の
定
め
を
「
国
旗
国
歌
条
項
」
と
い

う
。）。
ま
た
、
学
校
教
育
法
（
平
成
18

年
法
律
第
80
号
に
よ
る
改
正
前
の
も

の
）
73
条
及
び
学
校
教
育
法
施
行
規
則

（
平
成
19
年
文
部
科
学
省
令
第
５
号
に

よ
る
改
正
前
の
も
の
）
73
条
の
10
の
規

定
に
基
づ
く
「
盲
学
校
、
聾
学
校
及
び

養
護
学
校
高
等
部
学
習
指
導
要
領
」（
平

成
11
年
文
部
省
告
示
第
62
号
。
平
成
19

⑶　

第
１
審
判
決
添
付
別
表
１
な
い

し
４
の
「
日
時
」
欄
記
載
の
日
の
当
時
、

Ｘ
５
は
同
別
表
１
「
当
時
の
所
属
校
」

欄
記
載
の
Ｈ
県
立
高
等
学
校
に
勤
務
す

る
養
護
教
諭
で
あ
り
、
Ｘ
６
、
Ｘ
７
、

Ｘ
８
及
び
Ｘ
９
並
び
に
第
１
審
原
告
Ａ

は
同
欄
な
い
し
同
別
表
３
「
当
時
の
所

属
校
」
欄
記
載
の
各
Ｈ
県
立
高
等
学
校

に
勤
務
す
る
実
習
助
手
で
あ
り（
な
お
、

同
第
１
審
原
告
は
、
第
１
審
係
属
中
の

平
成
18
年
▲
月
▲
日
に
死
亡
し
、
Ｘ
１
、

Ｘ
２
、
Ｘ
３
及
び
Ｘ
４
が
そ
の
地
位
を
承

継
し
た
。）、
そ
の
余
の
上
告
人
ら
は
上

記
各
別
表
「
当
時
の
所
属
校
」
欄
記
載

の
各
Ｈ
県
立
の
高
等
学
校
な
い
し
ろ
う

学
校（
以
下「
高
等
学
校
等
」と
い
う
。）

に
勤
務
す
る
教
諭
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

上
告
人
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
各
別
表

「
校
長
」
欄
記
載
の
各
校
長
か
ら
、
本

件
通
知
等
を
踏
ま
え
、
同
別
表
１
記
載

の
上
告
人
ら
は
平
成
13
年
度
入
学
式

（
上
記
ろ
う
学
校
に
つ
い
て
は
同
年
度

高
等
部
入
学
式
）
に
際
し
、
同
別
表
２

記
載
の
上
告
人
ら
は
同
年
度
卒
業
式
に

際
し
、
同
別
表
３
記
載
の
上
告
人
ら
は

同
14
年
度
入
学
式
に
際
し
、
同
別
表
４

記
載
の
上
告
人
は
同
15
年
度
卒
業
式
に

際
し
、
平
成
13
年
４
月
３
日
か
ら
同
16

年
３
月
１
日
に
か
け
て
の
同
各
別
表

「
日
時
」欄
記
載
の
日
に
、同
各
別
表「
発

言
内
容
」
欄
記
載
の
と
お
り
、
上
記
卒

業
式
又
は
入
学
式
に
お
け
る
国
歌
斉
唱

の
際
に
起
立
行
為
を
命
ず
る
旨
の
各
職

務
命
令
（
以
下
「
本
件
各
職
務
命
令
」

と
い
う
。）
を
受
け
た
。
し
か
し
、
上

告
人
ら
は
、
本
件
各
職
務
命
令
に
従
わ

ず
、
上
記
卒
業
式
又
は
入
学
式
に
お
け

る
国
歌
斉
唱
の
際
に
起
立
し
な
か
っ

た
。⑷　

被
上
告
人
は
、
平
成
13
年
５
月

11
日
付
け
で
上
記
別
表
１
記
載
の
上
告

人
ら
に
対
し
、
同
14
年
３
月
28
日
付
け

で
上
記
別
表
２
記
載
の
上
告
人
ら
に
対

し
、
同
年
５
月
10
日
付
け
で
上
記
別
表

３
記
載
の
上
告
人
ら
に
対
し
、
同
16
年

３
月
30
日
付
け
で
上
記
別
表
４
記
載
の

上
告
人
に
対
し
、
上
記
卒
業
式
又
は
入

学
式
に
お
け
る
上
記
不
起
立
行
為
は
地

方
公
務
員
法
32
条
及
び
33
条
に
違
反

し
、
同
法
29
条
１
号
、
２
号
及
び
３
号

に
該
当
す
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
戒
告

処
分
を
し
た
。

３
⑴
ア　

上
告
人
ら
は
、
卒
業
式
等

の
式
典
に
お
け
る
国
歌
斉
唱
の
際
の
起

立
行
為
を
拒
否
す
る
理
由
に
つ
い
て
、

①
「
君
が
代
」
が
天
皇
制
を
讃
え
る
た

年
文
部
科
学
省
告
示
第
46
号
に
よ
る
改

正
前
の
も
の
。
以
下
「
高
等
部
学
習
指

導
要
領
」
と
い
う
。）
第
４
草
は
「
特

別
活
動
の
目
標
、
内
容
及
び
指
導
計
画

の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
第
４
章

に
示
す
も
の
に
準
ず
る
」
と
定
め
て
い

る
。⑵　

被
上
告
人
の
教
育
部
長
は
、
平

成
12
年
12
月
26
日
付
け
で
、
Ｈ
県
立
学

校
の
各
校
長
宛
て
に
、「
卒
業
式
及
び

入
学
式
に
お
け
る
国
旗
及
び
国
歌
に
係

る
指
導
に
つ
い
て（
通
知
）」を
発
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
上
記
各
校
長
に
対
し
、

卒
業
式
及
び
入
学
式
に
お
い
て
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
き
国
旗
掲
揚
及
び
国
歌

斉
唱
を
整
然
と
実
施
す
る
こ
と
な
ど
を

求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
被
上

告
人
は
、
同
日
に
開
か
れ
た
臨
時
県
立

学
校
長
会
議
に
お
い
て
、
上
記
各
校
長

に
対
し
、
学
校
の
卒
業
式
等
の
式
典
に

関
し
、
①
国
旗
は
、
式
場
内
に
お
い
て
、

出
席
者
の
目
に
自
然
に
留
ま
る
よ
う
に

掲
揚
す
る
こ
と
、
②
式
次
第
に
国
歌
斉

唱
を
位
置
付
け
、
国
歌
斉
唱
に
際
し
て

は
教
職
員
は
起
立
す
る
こ
と
な
ど
を
求

め
た
（
以
下
、
上
記
通
知
と
こ
の
求
め

を
併
せ
て
「
本
件
通
知
等
」
と
い
う
）。



123◆自治体法務研究 2011・冬

め
の
歌
で
あ
り
、
大
日
本
帝
国
が
他
国

を
侵
略
す
る
に
当
た
り
超
国
家
主
義
の

思
想
を
徹
底
さ
せ
る
必
要
か
ら
学
校
教

育
を
通
じ
て
普
及
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
歴
史
観
、
②
「
君
が
代
」

は
皇
国
史
観
又
は
身
分
差
別
に
つ
な
が

る
も
の
と
し
て
現
行
憲
法
下
で
は
排
斥

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
思
想
を
有

し
て
い
る
旨
主
張
す
る
。

上
記
の
よ
う
な
考
え
は
、
我
が
国
に

お
い
て
「
日
の
丸
」
や
「
君
が
代
」
が

戦
前
の
軍
国
主
義
や
皇
国
史
観
等
と
の

関
係
で
果
た
し
た
役
割
に
関
わ
る
上
告

人
ら
自
身
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
及

び
こ
れ
に
由
来
す
る
社
会
生
活
上
な
い

し
教
育
上
の
信
念
等
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

イ　

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
各
職
務

命
令
当
時
、
公
立
高
等
学
校
等
に
お
け

る
卒
業
式
等
の
式
典
に
お
い
て
、
国
旗

と
し
て
の
「
日
の
丸
」
の
掲
揚
及
び
国

歌
と
し
て
の
「
君
が
代
」
の
斉
唱
が
広

く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実

で
あ
り
、
学
校
の
儀
式
的
行
事
で
あ
る

卒
業
式
等
の
式
典
に
お
け
る
国
歌
斉
唱

の
際
の
起
立
行
為
は
、
一
般
的
、
客
観

的
に
見
て
、
こ
れ
ら
の
式
典
に
お
け
る

慣
例
上
の
儀
礼
的
な
所
作
と
し
て
の
性

い
え
る
。

し
た
が
っ
て
、本
件
各
職
務
命
令
は
、

上
告
人
ら
に
対
し
て
、
特
定
の
思
想
を

持
つ
こ
と
を
強
制
し
た
り
、
こ
れ
に
反

す
る
思
想
を
持
つ
こ
と
を
禁
止
し
た
り

す
る
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
思
想
の

有
無
に
つ
い
て
告
白
す
る
こ
と
を
強
要

す
る
も
の
と
も
い
え
ず
、
生
徒
に
対
し

て
一
方
的
な
理
想
や
理
念
を
教
え
込
む

こ
と
を
強
制
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
も

で
き
な
い
。

エ　

そ
う
す
る
と
、
本
件
各
職
務
命

令
は
、
上
記
イ
及
び
ウ
の
観
点
に
お
い

て
、
個
人
の
思
想
及
び
良
心
の
自
由
を

直
ち
に
制
約
す
る
も
の
と
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

⑵　

も
っ
と
も
、
学
校
の
卒
業
式
等

の
式
典
に
お
け
る
国
歌
斉
唱
の
際
の
起

立
行
為
は
、
教
員
が
日
常
担
当
す
る
教

科
等
や
日
常
従
事
す
る
事
務
の
内
容
そ

れ
自
体
に
は
含
ま
れ
な
い
も
の
で
あ
っ

て
、
一
般
的
、
客
観
的
に
見
て
も
、
国

旗
及
び
国
歌
に
対
す
る
敬
意
の
表
明
の

要
素
を
含
む
行
為
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

に
外
部
か
ら
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
（
な
お
、
例
え

ば
音
楽
専
科
の
教
諭
が
上
記
国
歌
斉
唱

の
際
に
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
す
る
行
為
で
あ

れ
ば
、
音
楽
専
科
の
教
諭
と
し
て
の
教

科
指
導
に
準
ず
る
性
質
を
有
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
敬
意
の
表
明
と
し
て
の
要

素
の
希
薄
な
行
為
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

に
外
部
か
ら
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

と
い
え
る
。）。
そ
う
す
る
と
、
自
ら
の

歴
史
観
な
い
し
世
界
観
と
の
関
係
で
否

定
的
な
評
価
の
対
象
と
な
る「
日
の
丸
」

や
「
君
が
代
」
に
対
し
て
敬
意
を
表
明

す
る
こ
と
に
は
応
じ
難
い
と
考
え
る
者

が
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
敬
意
の
表
明
の

要
素
を
含
む
行
為
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
、
そ
の
行
為
が
個
人
の
歴
史
観
な
い

し
世
界
観
に
反
す
る
特
定
の
思
想
の
表

明
に
係
る
行
為
そ
の
も
の
で
は
な
い
と

は
い
え
、
個
人
の
歴
史
観
な
い
し
世
界

観
に
由
来
す
る
行
動
（
敬
意
の
表
明
の

拒
否
）
と
異
な
る
外
部
的
行
動
（
敬
意

の
表
明
の
要
素
を
含
む
行
為
）
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
が
心
理
的

葛
藤
を
生
じ
さ
せ
、
ひ
い
て
は
個
人
の

歴
史
観
な
い
し
世
界
観
に
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
求
め
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
、

そ
の
者
の
思
想
及
び
良
心
の
自
由
に
つ

い
て
の
間
接
的
な
制
約
と
な
る
面
が
あ

る
こ
と
は
否
定
し
難
い
。

な
お
、
上
告
人
ら
は
、
学
校
の
卒
業

質
を
有
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
っ

て
、
上
記
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
を

否
足
す
る
こ
と
と
不
可
分
に
結
び
付
く

も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
上
告
人
ら
に
対
し
て
学
校
の

卒
業
式
等
の
式
典
に
お
け
る
国
歌
斉
唱

の
際
の
起
立
行
為
を
求
め
る
こ
と
を
内

容
と
す
る
本
件
各
職
務
命
令
は
、
直
ち

に
上
記
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
そ
れ

自
体
を
否
定
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

ウ　

ま
た
、本
件
各
職
務
命
令
当
時
、

公
立
高
等
学
校
等
の
卒
業
式
等
の
式
典

に
お
け
る
国
旗
掲
揚
及
び
国
歌
斉
唱
の

実
施
状
況
は
上
記
イ
の
と
お
り
で
あ

り
、
学
校
の
儀
式
的
行
事
で
あ
る
卒
業

式
等
の
式
典
に
お
け
る
国
歌
斉
唱
の
際

の
起
立
行
為
は
一
般
的
、
客
観
的
に
見

て
、
こ
れ
ら
の
式
典
に
お
け
る
慣
例
上

の
儀
礼
的
な
所
作
と
し
て
外
部
か
ら
認

識
さ
れ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
っ

て
、
そ
れ
自
体
が
特
定
の
思
想
又
は
こ

れ
に
反
す
る
思
想
の
表
明
と
し
て
外
部

か
ら
認
識
さ
れ
る
も
の
と
評
価
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
職
務
上
の

命
令
に
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
行
為
が
行

わ
れ
る
場
合
に
は
、
上
記
の
よ
う
に
評

価
す
る
こ
と
は
一
層
困
難
で
あ
る
と
も



自治体法務研究 2011・冬◆ 124

式
等
の
よ
う
な
式
典
に
お
い
て
公
的
機

関
が
参
加
者
に
一
律
の
行
動
を
強
制
す

る
こ
と
に
対
す
る
否
定
的
評
価
及
び
こ

の
よ
う
な
行
動
に
自
分
は
参
加
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
信
条
と
の
関
係
で
も

個
人
の
思
想
及
び
良
心
の
自
由
が
侵
さ

れ
る
旨
主
張
す
る
と
こ
ろ
、
こ
の
点
も

「
君
が
代
」
に
対
す
る
歴
史
観
な
い
し

世
界
観
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し

て
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
上
記

の
式
典
に
お
い
て
上
記
の
よ
う
な
外
部

的
行
動
を
求
め
ら
れ
る
場
面
に
お
け
る

個
人
の
思
想
及
び
良
心
の
自
由
に
つ
い

て
の
制
約
の
有
無
は
、
こ
れ
を
求
め
ら

れ
る
個
人
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
と

の
関
係
に
お
け
る
間
接
的
な
制
約
の
有

無
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で

あ
っ
て
、
こ
れ
と
は
別
途
の
検
討
を
要

す
る
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
。

⑶
ア　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
間
接

的
な
制
約
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
、
個

人
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
に
は
多
種

多
様
な
も
の
が
あ
り
得
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
内
心
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
に

由
来
す
る
行
動
の
実
行
又
は
拒
否
と
い

う
外
部
的
行
動
と
し
て
現
れ
、
当
該
外

部
的
行
動
が
社
会
一
般
の
規
範
等
と
抵

触
す
る
場
面
に
お
い
て
制
限
を
受
け
る

相
当
で
あ
る
。

イ　

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る

に
、
本
件
各
職
務
命
令
に
係
る
国
歌
斉

唱
の
際
の
起
立
行
為
は
、
前
記
の
と
お

り
、
上
告
人
ら
の
歴
史
観
な
い
し
世
界

観
と
の
関
係
で
否
定
的
な
評
価
の
対
象

と
な
る
も
の
に
対
す
る
敬
意
の
表
明
の

要
素
を
含
み
、
そ
の
よ
う
に
外
部
か
ら

認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
敬
意
の
表
明
に
は
応
じ
難

い
と
考
え
る
上
告
人
ら
に
と
っ
て
、
そ

の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
に
由
来
す
る

行
動
（
敬
意
の
表
明
の
拒
否
）
と
異
な

る
外
部
的
行
動
と
な
り
、
心
理
的
葛
藤

を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点

に
照
ら
す
と
、
本
件
各
職
務
命
令
は
、

一
般
的
、
客
観
的
な
見
地
か
ら
は
式
典

に
お
け
る
慣
例
上
の
儀
礼
的
な
所
作
と

さ
れ
る
行
為
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
結
果
と
し
て
上
記
の
要
素
と
の

関
係
に
お
い
て
そ
の
歴
史
観
な
い
し
世

界
観
に
由
来
す
る
行
動
と
の
相
違
を
生

じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
と
い
う
点
で
、

そ
の
限
り
で
上
告
人
ら
の
思
想
及
び
良

心
の
自
由
に
つ
い
て
の
前
記
⑵
の
間
接

的
な
制
約
と
な
る
面
が
あ
る
も
の
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、
学
校
の
卒
業
式
や
入
学
式
等

と
い
う
教
育
上
の
特
に
重
要
な
節
目
と

な
る
儀
式
的
行
事
に
お
い
て
は
、
生
徒

等
へ
の
配
慮
を
含
め
、
教
育
上
の
行
事

に
ふ
さ
わ
し
い
秩
序
を
確
保
し
て
式
典

の
円
滑
な
進
行
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
い
え
る
。法
令
等
に
お
い
て
も
、

学
校
教
育
法
は
、
高
等
学
校
教
育
の
目

標
と
し
て
国
家
の
現
状
と
伝
統
に
つ
い

て
の
正
し
い
理
解
と
国
際
協
調
の
精
神

の
涵
養
を
掲
げ
（
同
法
（
平
成
19
年
法

律
第
96
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
42

条
１
号
、
36
条
１
号
、
18
条
２
号
）、

同
法
（
同
改
正
前
の
も
の
）
43
条
及
び

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
平
成
19
年
文

部
科
学
省
令
第
40
号
に
よ
る
改
正
前
の

も
の
）
57
条
の
２
の
規
定
に
基
づ
き
高

等
学
校
教
育
の
内
容
及
び
方
法
に
関
す

る
全
国
的
な
大
綱
的
基
準
と
し
て
定
め

ら
れ
た
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
も
、

学
校
の
儀
式
的
行
事
の
意
義
を
踏
ま
え

て
国
旗
国
歌
条
項
を
定
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
（
高
等
部
学
習
指
導
要
領
も

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。）、
ま
た
、
国
旗
及
び
国
歌
に
関
す

る
法
律
は
、
従
来
の
慣
習
を
法
文
化
し

て
、
国
旗
は
日
章
旗
（「
日
の
丸
」）
と

し
、
国
歌
は
「
君
が
代
」
と
す
る
旨
を

定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
住
民
全
体
の

こ
と
が
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
制
限
が
必

要
か
つ
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
制
限
を
介
し
て
生
ず
る
上
記

の
間
接
的
な
制
約
も
許
容
さ
れ
得
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
職

務
命
令
に
お
い
て
あ
る
行
為
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
、
個
人
の
歴
史
観
な
い
し

世
界
観
に
由
来
す
る
行
動
と
異
な
る
外

部
的
行
動
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
当
該
職
務

命
令
が
個
人
の
思
想
及
び
良
心
の
自
由

に
つ
い
て
の
間
接
的
な
制
約
と
な
る
面

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
も
、
職

務
命
令
の
目
的
及
び
内
容
に
は
種
々
の

も
の
が
想
定
さ
れ
、
ま
た
、
上
記
の
制

限
を
介
し
て
生
ず
る
制
約
の
態
様
等

も
、
職
務
命
令
の
対
象
と
な
る
行
為
の

内
容
及
び
性
質
並
び
に
こ
れ
が
個
人
の

内
心
に
及
ぼ
す
影
響
そ
の
他
の
諸
事
情

に
応
じ
て
様
々
で
あ
る
と
い
え
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
間
接
的
な
制

約
が
許
容
さ
れ
る
か
否
か
は
、
職
務
命

令
の
目
的
及
び
内
容
並
び
に
上
記
の
制

限
を
介
し
て
生
ず
る
制
約
の
態
様
等
を

総
合
的
に
較
量
し
て
、
当
該
職
務
命
令

に
上
記
の
制
約
を
許
容
し
得
る
程
度
の

必
要
性
及
び
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
か

否
か
と
い
う
観
点
か
ら
判
断
す
る
の
が
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奉
仕
者
と
し
て
法
令
等
及
び
上
司
の
職

務
上
の
命
令
に
従
っ
て
職
務
を
遂
行
す

べ
き
こ
と
と
さ
れ
る
地
方
公
務
員
の
地

位
の
性
質
及
び
そ
の
職
務
の
公
共
性

（
憲
法
15
条
２
項
、
地
方
公
務
員
法
30

条
、
32
条
）
に
鑑
み
、
公
立
高
等
学
校

等
の
教
職
員
で
あ
る
上
告
人
ら
は
、
法

令
等
及
び
職
務
上
の
命
令
に
従
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
り
、
地
方
公

務
員
法
に
基
づ
き
、
高
等
学
校
学
習
指

導
要
領
な
い
し
高
等
部
学
習
指
導
要
領

に
沿
っ
た
式
典
の
実
施
の
指
針
を
示
し

た
本
件
通
知
等
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
勤

務
す
る
当
該
学
校
の
各
校
長
か
ら
学
校

行
事
で
あ
る
卒
業
式
等
の
式
典
に
関
し

て
本
件
各
職
務
命
令
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
照
ら
す
と
、
公

立
高
等
学
校
等
の
教
職
員
で
あ
る
上
告

人
ら
に
対
し
て
当
該
学
校
の
卒
業
式
又

は
入
学
式
と
い
う
式
典
に
お
け
る
慣
例

上
の
儀
礼
的
な
所
作
と
し
て
国
歌
斉
唱

の
際
の
起
立
行
為
を
求
め
る
こ
と
を
内

容
と
す
る
本
件
各
職
務
命
令
は
、
高
等

学
校
教
育
の
目
標
や
卒
業
式
等
の
儀
式

的
行
事
の
意
義
、
在
り
方
等
を
定
め
た

関
係
法
令
等
の
諸
規
定
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
地
方
公
務
員
の
地
位
の
性
質
及
び

そ
の
職
務
の
公
共
性
を
踏
ま
え
、
生
徒

廷
判
決
・
刑
集
30
巻
５
号
６
１
５
頁
、

最
高
裁
昭
和
44
年
（
あ
）
第
１
２
７
５

号
同
51
年
５
月
21
日
大
法
廷
判
決
・
刑

集
30
巻
５
号
１
１
７
８
頁
）
の
趣
旨
に

徴
し
て
明
ら
か
と
い
う
べ
き
で
あ
る

（
最
高
裁
平
成
22
年
（
行
ツ
）
第

３
１
４
号
同
23
年
６
月
14
日
第
三
小
法

廷
判
決
・
裁
判
所
時
報
１
５
３
３
号
登

載
予
定
、
最
高
裁
平
成
22
年
（
行
ツ
）

第
54
号
同
23
年
５
月
30
日
第
二
小
法
廷

判
決
・
裁
判
所
時
報
１
５
３
２
号
２
頁
、

最
高
裁
平
成
22
年
（
オ
）
第
９
５
１
号

同
23
年
６
月
６
日
第
一
小
法
廷
判
決
・

裁
判
所
時
報
１
５
３
３
号
登
載
予
定
参

照
）。
所
論
の
点
に
関
す
る
原
審
の
判

断
は
、
以
上
の
趣
旨
を
い
う
も
の
と
し

て
、
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
論
旨

は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
２　

そ
の
余
の
上
告
理
由
に
つ
い

て
論
旨
は
、
違
憲
を
い
う
が
、
そ
の
実

質
は
事
実
誤
認
又
は
単
な
る
法
令
違
反

を
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、民
訴
法
３
１
２

条
１
項
及
び
２
項
に
規
定
す
る
事
由
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
田
原
睦
夫
の
反
対

意
見
が
あ
る
ほ
か
、
裁
判
官
全
員
一
致

の
意
見
で
、主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

な
お
、
裁
判
官
那
須
弘
平
、
同
岡
部
喜

代
子
、
同
大
谷
剛
彦
の
各
補
足
意
見
が

あ
る
。

弁
護
士
報
酬
請
求
訴
訟

最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷　

平
成
23
年

９
月
８
日
判
決　

平
成
21
年
（
受
）
第

１
４
０
８
号

棄
却

一
審　

京
都
地
方
裁
判
所　

平
成
20
年

９
月
30
日
判
決　

平
成
19
年
（
ワ
）
第

２
７
３
７
号　

判
例
時
報
２
０
４
４
号

60
頁　

判
例
タ
イ
ム
ズ
１
２
９
０
号

１
５
３
頁

二
審　

大
阪
高
等
裁
判
所　

平
成
21
年

４
月
22
日
判
決　

平
成
20
年
（
ネ
）
第

２
７
２
９
号
判
例
時
報
２
０
４
４
号
65

頁行
政
勝
訴

（
要
旨
）

国
の
補
助
事
業
に
お
け
る
入
札
談
合

に
よ
っ
て
普
通
地
方
公
共
団
体
の
被
っ

た
損
害
の
賠
償
を
求
め
る
旧
４
号
住
民

訴
訟
に
お
い
て
住
民
が
勝
訴
し
た
場
合

等
へ
の
配
慮
を
含
め
、
教
育
上
の
行
事

に
ふ
さ
わ
し
い
秩
序
の
確
保
と
と
も
に

当
該
式
典
の
円
滑
な
進
行
を
図
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
諸
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、
本

件
各
職
務
命
令
に
つ
い
て
は
、
前
記
の

よ
う
に
上
告
人
ら
の
思
想
及
び
良
心
の

自
由
に
つ
い
て
の
間
接
的
な
制
約
と
な

る
面
は
あ
る
も
の
の
、
職
務
命
令
の
目

的
及
び
内
容
並
び
に
上
記
の
制
限
を
介

し
て
生
ず
る
制
約
の
態
様
等
を
総
合
的

に
較
量
す
れ
ば
、
上
記
の
制
約
を
許
容

し
得
る
程
度
の
必
要
性
及
び
合
理
性
が

認
め
ら
れ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。⑷　

以
上
の
諸
点
に
鑑
み
る
と
、
本

件
各
職
務
命
令
は
、
上
告
人
ら
の
思
想

及
び
良
心
の
自
由
を
侵
す
も
の
と
し
て

憲
法
19
条
に
違
反
す
る
と
は
い
え
な
い

と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

以
上
は
、当
裁
判
所
大
法
廷
判
決（
最

高
裁
昭
和
28
年
（
オ
）
第
１
２
４
１
号

同
31
年
７
月
４
日
大
法
廷
判
決
・
民
集

10
巻
７
号
７
８
５
頁
、
最
高
裁
昭
和
44

年
（
あ
）
第
１
５
０
１
号
同
49
年
11
月

６
日
大
法
廷
判
決
・
刑
集
28
巻
９
号

３
９
３
頁
、
最
高
裁
昭
和
43
年
（
あ
）

第
１
６
１
４
号
同
51
年
５
月
21
日
大
法
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に
お
け
る
地
方
自
治
法
２
４
２
条
の
２

第
７
項
に
い
う
「
相
当
と
認
め
ら
れ
る

額
」
の
認
定
に
あ
た
り
、
勝
訴
に
よ
り

確
保
さ
れ
た
経
済
的
利
益
の
額
と
し
て

判
決
の
結
果
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体

が
回
収
し
た
額
を
考
慮
す
る
際
に
は
、

そ
の
額
は
、
現
に
回
収
さ
れ
た
額
と
す

べ
き
で
あ
り
、
現
に
回
収
さ
れ
た
額
か

ら
そ
の
回
収
に
と
も
な
い
国
に
返
還
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
国
庫
補
助
金
相
当
額

を
控
除
し
た
額
と
す
べ
き
で
は
な
い
と

こ
ろ
、
原
審
判
決
が
国
庫
補
助
金
相
当

額
を
控
除
し
た
額
を
も
っ
て
一
部
勝
訴

に
よ
り
確
保
さ
れ
た
経
済
的
利
益
の
額

と
し
た
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
が
、
結

論
と
し
て
「
相
当
と
認
め
る
額
」
を

５
０
０
０
万
円
認
定
し
た
原
審
判
決
は

是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
事
例

で
あ
る
。

【
関
連
法
規
】	

地
方
自
治
法
２
４
２
条

の
２
第
７
項

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

本
件
上
告
を
棄
却
す
る
。

２　

原
審
は
、
別
件
訴
訟
の
一
部
勝

訴
に
よ
り
確
保
さ
れ
た
経
済
的
利
益
の

額
を
、
被
上
告
人
が
別
件
被
告
会
社
か

ら
回
収
し
た
額
（
判
決
認
容
額
の
全
額

で
あ
る
24
億
０
７
８
９
万
３
０
２
８
円
。

以
下
「
本
件
回
収
額
」
と
い
う
。）
で

は
な
く
、
本
件
工
事
の
事
業
に
関
し
被

上
告
人
が
国
か
ら
交
付
を
受
け
て
い
た

国
庫
補
助
金
の
う
ち
本
件
回
収
額
の
回

収
に
伴
い
国
に
返
還
す
る
こ
と
と
な
っ

た
額（
８
億
１
６
３
８
万
７
０
０
０
円
。

以
下
「
本
件
国
庫
補
助
金
返
還
額
」
と

い
う
。）
を
控
除
し
た
額
（
15
億	

９
１
５
０
万
６
０
２
８
円
）
で
あ
る
と

し
た
上
で
、
そ
の
他
の
諸
事
情
を
併
せ

考
慮
し
、
上
告
人
ら
の
被
上
告
人
に
対

す
る
請
求
を
、
不
可
分
債
権
と
し
て
上

告
人
ら
各
自
が
５
０
０
０
万
円
及
び
こ

れ
に
対
す
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求

め
る
限
度
で
認
容
す
べ
き
も
の
と
し

た
。３　

法
２
４
２
条
の
２
第
７
項
に
い

う
「
相
当
と
認
め
ら
れ
る
額
」
と
は
、

同
条
１
項
４
号
の
規
定
に
よ
る
住
民
訴

訟
（
以
下
「
旧
４
号
住
民
訴
訟
」
と
い

う
。）
に
お
い
て
住
民
か
ら
訴
訟
委
任

を
受
け
た
弁
護
士
が
当
該
訴
訟
の
た
め

に
行
っ
た
活
動
の
対
価
と
し
て
必
要
か

つ
十
分
な
程
度
と
し
て
社
会
通
念
上
適

正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
額
を
い
い
、
そ

の
具
体
的
な
額
は
、
当
該
訴
訟
に
お
け

る
事
案
の
難
易
、
弁
護
士
が
要
し
た
労

力
の
程
度
及
び
時
間
、認
容
さ
れ
た
額
、

判
決
の
結
果
普
通
地
方
公
共
団
体
が
回

収
し
た
額
、
住
民
訴
訟
の
性
格
そ
の
他

諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
定

め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
（
最
高
裁

平
成
19
年
（
受
）
第
２
０
６
９
号
同
21

年
４
月
23
日
第
一
小
法
廷
判
決
・
民
集

63
巻
４
号
７
０
３
頁
参
照
）。

同
条
７
項
に
お
い
て
、
旧
４
号
住
民

訴
訟
を
提
起
し
た
住
民
が
勝
訴
し
た
場

合
に
上
記
「
相
当
と
認
め
ら
れ
る
額
」

の
支
払
を
普
通
地
方
公
共
団
体
に
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
の

は
、
当
該
勝
訴
判
決
に
よ
り
当
該
普
通

地
方
公
共
団
体
が
現
に
経
済
的
利
益
を

確
保
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
事
情
が

考
慮
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
解
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
当
該
普
通
地
方
公
共

団
体
は
、
当
該
勝
訴
判
決
で
認
め
ら
れ

た
損
害
賠
償
等
の
請
求
権
を
行
使
す
る

こ
と
に
よ
り
本
来
そ
の
認
容
額
の
全
額

を
回
収
し
得
る
地
位
に
立
つ
の
で
あ

り
、
他
方
、
本
件
の
よ
う
な
国
庫
補
助

金
相
当
額
の
返
還
は
上
記
請
求
権
の
行

上
告
費
用
は
上
告
人
ら
の
負
担
と
す

る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
Ａ
ほ
か
の
上
告
受
理
申

立
て
理
由
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
Ｋ
市
の
住
民
で
あ
る

上
告
人
ら
が
、
地
方
自
治
法
（
平
成
14

年
法
律
第
４
号
に
よ
る
改
正
前
の
も

の
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
２
４
２

条
の
２
第
１
項
４
号
に
基
づ
き
被
上
告

人
に
代
位
し
て
提
起
し
た
住
民
訴
訟

（
以
下
「
別
件
訴
訟
」
と
い
う
。）
に
お

い
て
、
被
上
告
人
の
発
注
に
係
る
ご
み

処
理
設
備
建
設
工
事
（
以
下
「
本
件
工

事
」
と
い
う
。）
の
一
般
競
争
入
札
に

参
加
し
て
落
札
し
た
会
社
（
以
下
「
別

件
被
告
会
社
」
と
い
う
。）
が
他
の
業

者
ら
と
談
合
を
行
っ
た
結
果
落
札
価
格

が
不
当
に
つ
り
上
げ
ら
れ
た
と
主
張
し

て
、
別
件
被
告
会
社
に
対
し
、
不
法
行

為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
請
求
を
し
た

と
こ
ろ
、
一
部
勝
訴
し
た
こ
と
か
ら
、

同
条
７
項
に
基
づ
き
、
被
上
告
人
に
対

し
、
別
件
訴
訟
に
お
い
て
訴
訟
委
任
を

し
た
弁
護
士
ら
に
支
払
う
べ
き
報
酬
額

の
範
囲
内
で
相
当
と
認
め
ら
れ
る
額
の

支
払
を
求
め
て
い
る
事
案
で
あ
る
。
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使
と
は
別
の
財
務
会
計
行
為
に
よ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
返
還
に
係
る
国

庫
補
助
金
相
当
額
が
最
終
的
に
は
当
該

普
通
地
方
公
共
団
体
の
利
得
と
な
ら
な

い
と
し
て
も
、
当
該
勝
訴
判
決
の
結
果

現
に
回
収
さ
れ
た
金
員
が
、
当
該
弁
護

士
の
訴
訟
活
動
に
よ
っ
て
当
該
普
通
地

方
公
共
団
体
が
確
保
し
た
経
済
的
利
益

に
当
た
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
国
の
補
助
事
業
に
お
け

る
入
札
談
合
に
よ
っ
て
普
通
地
方
公
共

団
体
の
被
っ
た
損
害
の
賠
償
を
求
め
る

旧
４
号
住
民
訴
訟
に
お
い
て
住
民
が
勝

訴
し
た
場
合
の
上
記
「
相
当
と
認
め
ら

れ
る
額
」
の
認
定
に
当
た
り
、
勝
訴
に

よ
り
確
保
さ
れ
た
経
済
的
利
益
の
額
と

し
て
判
決
の
結
果
当
該
普
通
地
方
公
共

団
体
が
回
収
し
た
額
を
考
慮
す
る
際
に

は
、
そ
の
額
は
、
現
に
回
収
さ
れ
た
額

と
す
べ
き
で
あ
り
、
現
に
回
収
さ
れ
た

額
か
ら
そ
の
回
収
に
伴
い
国
に
返
還
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
国
庫
補
助
金
相
当
額

を
控
除
し
た
額
と
す
べ
き
も
の
で
は
な

い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
原
判
決
中
、
別
件
訴
訟
に
関

す
る
上
記
「
相
当
と
認
め
ら
れ
る
額
」

の
認
定
に
当
た
っ
て
、
本
件
回
収
額
か

ら
本
件
国
庫
補
助
金
返
還
額
を
控
除
し

上
告
却
下
決
定
及
び
上
告
受

理
申
立
却
下
決
定
に
対
す
る

許
可
抗
告
事
件

最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷　

平
成
23
年

７
月
27
日
決
定　

平
成
23
年
（
行
フ
）

第
１
号

原
決
定
破
棄

二
審　

福
岡
高
等
裁
判
所　

平
成
23
年

２
月
28
日
決
定　

平
成
23
年
（
行
サ
）

第
５
号

行
政
勝
訴

（
要
旨
）

地
方
自
治
法
96
条
１
項
12
号
に
い
う

「
訴
え
の
提
起
」
に
は
、
控
訴
若
し
く

は
上
告
の
提
起
又
は
上
告
受
理
申
立
が

含
ま
れ
る
一
方
、
同
号
は
「
訴
え
の
提

起
」
か
ら
普
通
地
方
公
共
団
体
を
被
告

と
す
る
抗
告
訴
訟
を
除
外
し
て
い
る
か

ら
、
普
通
地
方
公
共
団
体
を
被
告
と
す

る
抗
告
訴
訟
に
つ
き
、
当
該
普
通
地
方

公
共
団
体
が
控
訴
若
し
く
は
上
告
の
提

起
又
は
上
告
受
理
の
申
立
て
を
す
る
に

は
、
議
会
の
議
決
は
不
要
で
あ
る
と
し

た
事
例
で
あ
る
。

【
関
連
法
規
】	

地
方
自
治
法
96
条
１
項

12
号
、
行
政
事
件
訴
訟

法
11
条
１
項

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

原
決
定
を
破
棄
す
る
。

〔
理　
　
　

由
〕

抗
告
代
理
人
Ａ
、
同
Ｂ
の
抗
告
理
由

に
つ
い
て

１　

記
録
に
よ
れ
ば
、
本
件
の
経
緯

等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴　

本
件
の
本
案
訴
訟
は
、
産
業
廃

棄
物
処
分
場
の
周
辺
地
域
に
居
住
す
る

相
手
方
ら
を
含
む
13
名
が
共
同
原
告
と

な
り
、
抗
告
人
を
被
告
と
し
て
、
同
処

分
場
に
お
い
て
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
の
定
め
る
処
理
の
基

準
に
適
合
し
な
い
産
業
廃
棄
物
の
処
分

が
行
わ
れ
、
生
活
環
境
の
保
全
上
支
障

が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
主
張
し
て
、
主
位
的
に
、
福
岡
県
知

事
が
同
法
19
条
の
８
第
１
項
に
基
づ
き

上
記
支
障
の
除
去
又
は
発
生
の
防
止
の

た
額
を
別
件
訴
訟
の
一
部
勝
訴
に
よ
り

確
保
さ
れ
た
経
済
的
利
益
の
額
と
し
た

部
分
は
、
相
当
で
は
な
い
も
の
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
適
法
に
確

定
し
た
事
実
関
係
等
を
踏
ま
え
、
別
件

訴
訟
に
お
け
る
事
案
の
難
易
、
上
告
人

ら
か
ら
訴
訟
委
任
を
受
け
た
弁
護
士
ら

が
要
し
た
労
力
の
程
度
及
び
時
間
、
別

件
訴
訟
の
判
決
で
認
容
さ
れ
た
額
、
同

判
決
の
結
果
被
上
告
人
が
回
収
し
た

額
、
住
民
訴
訟
の
性
格
そ
の
他
諸
般
の

事
情
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、
別
件

訴
訟
に
関
す
る
上
記
「
相
当
と
認
め
ら

れ
る
額
」
を
５
０
０
０
万
円
と
認
定
し

た
原
審
の
判
断
は
、
結
論
に
お
い
て
是

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
論
旨
は
、
結
局
、
採
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

櫻
井
龍
子　

裁

判
官　

宮
川
光
治　

裁
判
官　

金
築
誠

志　

裁
判
官　

横
田
尤
孝　

裁
判
官　

白
木
勇
）
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た
め
に
必
要
な
措
置
（
以
下
「
支
障
の

除
去
等
の
措
置
」
と
い
う
。）
を
自
ら

講
ず
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
を
求
め
、

予
備
的
に
、
同
知
事
が
同
法
19
条
の
５

第
１
項
に
基
づ
き
上
記
処
分
場
の
事
業

者
に
対
し
支
障
の
除
去
等
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
を
命
ず
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ

と
を
求
め
て
、
行
政
事
件
訴
訟
法
３
条

６
項
１
号
所
定
の
義
務
付
け
の
訴
え
を

提
起
し
た
事
案
で
あ
る
。

⑵　

原
審
は
、平
成
23
年
２
月
７
日
、

上
記
各
請
求
の
う
ち
、
相
手
方
ら
の
上

記
予
備
的
請
求
を
認
容
す
る
旨
の
判
決

を
し
た
。

こ
れ
に
対
し
抗
告
人
は
、
本
件
上
告

を
提
起
す
る
と
と
も
に
、
本
件
上
告
受

理
の
申
立
て
を
し
た
。

２　

原
審
は
、
要
旨
次
の
と
お
り
判

断
し
て
、
本
件
上
告
及
び
本
件
上
告
受

理
の
申
立
て
を
い
ず
れ
も
却
下
す
る
旨

の
決
定
を
し
た
。

地
方
自
治
法
96
条
１
項
12
号
所
定
の

「
普
通
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
当
事
者

で
あ
る
…
訴
え
の
提
起
」
に
は
、
普
通

地
方
公
共
団
体
が
被
告
と
さ
れ
た
訴
訟

に
お
い
て
敗
訴
し
た
当
該
普
通
地
方
公

共
団
体
が
す
る
上
訴
の
提
起
が
含
ま
れ

る
と
こ
ろ
、
本
件
で
は
、
本
件
上
告
及

合
を
含
め
て
、
抗
告
訴
訟
の
類
型
の
種

別
を
問
わ
ず
、
そ
の
議
会
の
議
決
を
要

す
る
事
項
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
普
通
地
方
公
共
団
体

の
行
政
庁
の
処
分
又
は
裁
決
に
係
る
当

該
普
通
地
方
公
共
団
体
を
被
告
と
す
る

抗
告
訴
訟
に
つ
き
、
当
該
普
通
地
方
公

共
団
体
が
控
訴
若
し
く
は
上
告
の
提
起

又
は
上
告
受
理
の
申
立
て
を
す
る
に

は
、
地
方
自
治
法
96
条
１
項
12
号
に
基

づ
く
そ
の
議
会
の
議
決
を
要
す
る
も
の

で
は
な
い
。
本
件
の
本
案
訴
訟
は
、
行

政
事
件
訴
訟
法
３
条
６
項
１
号
所
定
の

義
務
付
け
の
訴
え
に
係
る
訴
訟
で
あ

り
、
上
記
の
抗
告
訴
訟
の
一
類
型
で
あ

る
か
ら
、
抗
告
人
が
本
件
上
告
及
び
本

件
上
告
受
理
の
申
立
て
を
す
る
に
は
、

そ
の
議
会
の
議
決
を
要
し
な
い
。

な
お
、
上
記
の
抗
告
訴
訟
に
つ
き
当

該
普
通
地
方
公
共
団
体
が
適
法
な
控
訴

若
し
く
は
上
告
の
提
起
又
は
上
告
受
理

の
申
立
て
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
議

会
が
こ
れ
ら
の
取
下
げ
を
求
め
る
旨
の

決
議
を
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
効

力
が
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ

の
こ
と
は
、
本
件
上
告
及
び
本
件
上
告

受
理
の
申
立
て
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

る
。

４　

こ
れ
と
異
な
る
原
審
の
前
記
判

断
に
は
、
裁
判
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
論

旨
は
理
由
が
あ
り
、
そ
の
余
の
抗
告
理

由
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、

原
決
定
は
破
棄
を
免
れ
な
い
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、
主
文
の
と
お
り
決
定
す
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

寺
田
逸
郎　

裁

判
官　

那
須
弘
平　

裁
判
官　

田
原
睦

夫　

裁
判
官　

阿
部
喜
代
子　

裁
判
官

　

大
谷
剛
彦
）

び
本
件
上
告
受
理
の
申
立
て
は
、
抗
告

人
の
議
会
の
議
決
を
欠
い
て
お
り
、
か

え
っ
て
、
本
件
上
告
及
び
本
件
上
告
受

理
の
申
立
て
が
さ
れ
た
翌
日
に
同
議
会

が
こ
れ
ら
の
取
下
げ
を
求
め
る
旨
の
決

議
を
し
た
こ
と
は
公
知
の
事
実
で
あ

り
、
本
件
上
告
及
び
本
件
上
告
受
理
の

申
立
て
は
、
い
ず
れ
も
不
適
法
で
そ
の

不
備
を
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

地
方
自
治
法
96
条
１
項
12
号
は
、「
普

通
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
当
事
者
で
あ

る
…
訴
え
の
提
起
」
に
つ
い
て
、
そ
の

議
会
の
議
決
を
要
す
る
事
項
と
定
め
て

お
り
、
こ
の
「
訴
え
の
提
起
」
に
は
、

控
訴
若
し
く
は
上
告
の
提
起
又
は
上
告

受
理
の
申
立
て
が
含
ま
れ
る
も
の
と
解

さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
同
号
は
、
こ

の
「
訴
え
の
提
起
」
の
う
ち
、
普
通
地

方
公
共
団
体
の
行
政
庁
の
処
分
又
は
裁

決
に
係
る
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
を

被
告
と
す
る
抗
告
訴
訟
に
係
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
取
消
訴
訟
の
被
告
適
格
を

定
め
る
行
政
事
件
訴
訟
法
11
条
１
項
の

規
定
が
同
法
38
条
１
項
に
よ
り
取
消
訴

訟
以
外
の
抗
告
訴
訟
に
準
用
さ
れ
る
場


